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一
　
般
　
質
　
問

神田泰孝議員

都
市
整
備
部
長
　
駐
輪
場
で

は
、
駅
周
辺
と
同
様
、
指
定

管
理
者
が
日
常
業
務
と
し
て
見
回
り

を
行
い
、
警
告
札
の
貼
付
け
、
所
有

者
照
会
、
引
取
り
依
頼
文
書
の
発
送

等
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
撤
去
回
数
の
増
加
や
一

時
移
送
な
ど
対
応
策
を
検
討
し
て
き

た
が
、
当
該
手
続
き
に
は
時
間
を
要

し
、
文
書
発
送
後
は
引
取
り
ま
で
一

定
の
猶
予
期
間
が
必
要
で
あ
る
。

　
な
お
、
長
期
間
放
置
さ
れ
て
い
る

も
の
は
、
場
所
の
移
動
を
含
め
、
駐

輪
場
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
対
策
を

検
討
し
た
い
。

　
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
で
は
、
条
例
に
基
づ
き
、
一
定
期
間
を
超
え

て
放
置
さ
れ
た
自
転
車
や
原
動
機
付
き
自
転
車
等
は
保
管
場
所
へ
移
送

し
て
い
る
が
、
丸
亀
駅
東
西
・
地
下
駐
輪
場
へ
の
見
回
り

や
撤
去
な
ど
は
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。
利
用
者
が
不

便
を
感
じ
な
い
よ
う
に
対
応
す
べ
き
だ
が
、
い
か
が
か
。

気持ちよく利用できる駐輪場に

Ａ

水本徹雄議員

産
業
文
化
部
長
　
当
日
、
意

見
交
換
会
の
会
場
で
発
言
で

き
な
か
っ
た
参
加
者
な
ど
か
ら
、
翌

日
以
降
、
窓
口
や
電
話
・
メ
ー
ル
等

で
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
大
規

模
な
会
で
は
、
時
間
的
制
約
な
ど

様
々
な
要
因
か
ら
発
言
で
き
な
か
っ

た
人
も
お
り
、
開
催
規
模
や
進
め
方

に
工
夫
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　
引
き
続
き
、
事
業
の
進
捗
に
合
わ

せ
、
市
民
と
一
緒
に
考
え
る
車
座
集

会
等
の
場
を
設
け
る
な
ど
、
誰
も
が

新
市
民
会
館
を
適
切
に
利
用
で
き
る

よ
う
に
意
見
を
聞
い
て
い
き
た
い
。

　
11
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
新
市
民
会
館
整
備
意
見
交
換
会
で
は
、

市
民
の
声
が
十
分
に
届
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
当
日
、

会
場
の
大
き
さ
の
関
係
で
入
場
で
き
ず
、
時
間
の
関
係
で
質
問
で
き

な
い
な
ど
、
次
回
開
催
を
切
望
さ
れ
る
声
も
あ
る
。
再

度
、
市
民
へ
の
説
明
や
意
見
交
換
会
の
機
会
を
設
け
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

市民会館建設予定地

Ａ

放
置
自
転
車

駐
輪
場
の
対
応
は

新
市
民
会
館
の
整
備

市
民
説
明
会
を

Q
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一
　
般
　
質
　
問

岡田　剛　議員

総
務
部
長
　
人
権
侵
害
を
感

じ
た
時
、
相
談
先
と
し
て
行

政
機
関
を
選
ん
だ
市
民
の
割
合
が
大

変
低
い
た
め
、
今
回
の
調
査
結
果
を

踏
ま
え
、
今
後
、
さ
ら
に
相
談
窓
口

の
周
知
や
安
心
し
て
利
用
で
き
る
体

制
整
備
に
努
め
た
い
。

　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
は
、
多

様
性
を
認
め
合
い
、
人
権
を
大
切
に

す
る
ま
ち
の
実
現
に
意
義
の
あ
る
も

の
で
あ
る
。

　
当
事
者
に
寄
り
添
っ
た
内
容
と
す

る
た
め
、
導
入
に
向
け
た
研
究
や
検

討
を
進
め
、
来
年
度
中
に
具
体
案
を

示
せ
る
よ
う
に
取
り
組
み
た
い
。

　

令
和
元
年
度
の
人
権
問
題
等
意
識
調
査
で
は
、
差
別
や
人
権
侵
害
を

黙
っ
て
我
慢
す
る
と
い
う
回
答
が
半
数
近
く
占
め
て
い
る
。
本
市
と
し

て
、
こ
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
、
向
き
合
お

う
と
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

度
の
制
定
に
向
け
た
進
捗
状
況
は
。

Ａ

中谷真裕美議員

都
市
整
備
部
長
　
綾
歌
・
飯

山
地
区
か
ら
坂
出
市
へ
の
ア

ク
セ
ス
に
関
し
て
、
一
定
の
ニ
ー
ズ

は
認
識
し
て
い
る
が
、
市
内
の
利
便

性
の
低
下
、
路
線
延
伸
に
よ
る
事
業

者
負
担
や
、
便
数
へ
の
影
響
も
考
え

ら
れ
る
。
ニ
ー
ズ
面
だ
け
で
な
く
、

地
域
公
共
交
通
の
持
続
可
能
性
や
使

い
や
す
さ
な
ど
、
総
合
的
な
観
点
か

ら
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
今
後
、
ニ
ー
ズ
の
高
い
各
方
面
へ

の
ア
ク
セ
ス
を
考
慮
し
、
利
用
促
進

を
図
れ
る
よ
う
に
、
周
辺
市
町
と
地

域
公
共
交
通
の
課
題
解
決
に
向
け
て

取
り
組
む
広
域
連
携
体
制
の
構
築
に

向
け
、
進
め
て
い
き
た
い
。

　

多
く
の
人
が
綾
歌
・
飯
山
地
区
か
ら
坂
出
市
内
へ
通
学
、
通
勤

し
、
Ｊ
Ｒ
坂
出
駅
を
利
用
し
て
い
る
。
路
線
バ
ス
島
田
岡
田
線
と
本

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
乗
り
換
え
・
連
携
な
ど
、
坂

出
市
へ
の
利
便
性
を
求
め
る
声
が
多
い
が
、
坂
出
市
や

関
係
団
体
と
の
協
議
は
。

Ａ

人
権
意
識
と

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

バ
ス
路
線

坂
出
市
へ
の
拡
充
は

多くの利用につながるように

多様な個性を認め合うまちに

Q

Q
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意
見
書・議
員
研
修

意
見
書
案
第
5
号

治
水
対
策
の
強
化
等
を
求
め
る

意
見
書

意
見
書
案
第
４
号

離
島
振
興
法
の
改
正
等
を
求
め
る

意
見
書

意
見
書
案
第
３
号

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
に
関
す
る

議
論
を
求
め
る
意
見
書

意
見
書
3
件
　可
決
・
提
出

　
今
日
の
内
水
浸
水
対
策
の
重
要
性
に
か
ん

が
み
、
治
水
対
策
の
強
化
と
併
せ
て
、
水
路

等
の
総
合
的
な
対
策
を
早
急
に
講
じ
る
よ

う
、
国
並
び
に
県
に
対
し
強
く
求
め
る
。

　
令
和
4
年
度
末
で
離
島
振
興
法
が
失
効
を

迎
え
る
中
、
離
島
の
現
状
を
踏
ま
え
、
同
法

を
改
正
の
上
、
延
長
し
、
引
き
続
き
令
和
5

年
度
以
降
も
離
島
振
興
政
策
を
推
進
す
る
よ

う
、
国
に
対
し
強
く
求
め
る
。

　
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
に
係
る
多
様
な
意

見
が
あ
る
中
、
今
日
の
社
会
の
変
化
等
を
踏

ま
え
、
同
制
度
に
関
す
る
積
極
的
か
つ
十
分

な
る
議
論
を
、
国
に
対
し
強
く
求
め
る
。

議 員 研 修

●日にち　10月28日（木)
●講　師　仁賀順子　先生
　　　　　ハラスメントコンサルタント
●内　容　ハラスメント～理解・防止・対応～

●日にち　12月14日（火)
●講　師　西成典久　教授
　　　　　香川大学経済学部
　　　　　地域社会システム学科
●内　容　公共空間から考える
　　　　　丸亀のまちづくり

人の尊厳に関わる人権問題である
ハラスメント行為。
セクハラ・マタハラ・ジェンハラなど、
多様なハラスメント行為への理解を深めました。

歴史や自然環境など、魅力にあふれた丸亀市。
地域の資源を最大限に生かし、まちなか再生、
そして住みやすく、歩いて楽しいまちづくりをみんなで…。
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委
員
会
審
査

総
務
委
員
会

  

委
員　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
寄
付
金
瀬
戸
内

オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
Ｘ
活
動
支
援
金
の
内

容
は
。

  

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
局　

海
洋
ご

み
問
題
解
決
の
た
め
に
日
本
財
団
と

岡
山
、
広
島
、
香
川
、
愛
媛
の
瀬
戸

内
４
県
が
連
携
し
た
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
活
動
を
支
援
し
、
市
と
し
て
海

洋
ご
み
等
の
課
題
に
取
り
組
む
も
の

で
あ
る
。

■
審
査
し
た
議
案

議
案
第
72
号
の
関
係
部
分
、

74
号
、
98
号
、
請
願
第
２
号

Ｑ

主
な
質
疑

Ａ
　

原
案
可
決

　

請
願
採
択

審
査
結
果

都
市
環
境
委
員
会

■
審
査
し
た
議
案

議
案
第
72
号
の
関
係
部
分
、

79
〜
97
号

  

委
員　

農
業
収
入
安
定
化
支
援
対

策
事
業
補
助
金
の
目
的
は
。

  

産
業
文
化
部　

全
国
農
業
共
済
組

合
連
合
会
が
取
り
扱
う
収
入
保
険
制

度
へ
の
加
入
者
を
対
象
に
、
コ
ロ
ナ

禍
で
厳
し
い
経
営
の
農
業
者
を
支
援

す
る
も
の
で
あ
る
。

    

委
員　
橋
梁
補
修
の
優
先
順
位
は
。

  

都
市
整
備
部　

橋
梁
長
寿
命
化
修

繕
計
画
の
策
定
時
、
全
橋
梁
を
点
検

し
て
お
り
、
計
画
に
基
づ
き
順
次
、

必
要
な
修
繕
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ

　

原
案
可
決

主
な
質
疑

審
査
結
果

ＡＱ

  

委
員　

綾
歌
中
学
校
屋
内
運
動
場

の
改
修
時
期
と
、
大
規
模
改
修
工
事

等
の
早
期
実
施
時
の
補
助
金
へ
の
影

響
は
。

  

教
育
部　

令
和
６
年
度
か
ら
改
修

す
る
予
定
で
あ
る
。
早
め
た
場
合
、

計
画
変
更
が
必
要
だ
が
、
補
助
金
へ

の
影
響
は
な
い
。

  

委
員　

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別

給
付
金
の
返
還
金
に
関
し
て
、
給

付
対
象
者
へ
の
周
知
は
十
分
だ
っ
た

の
か
。

  

健
康
福
祉
部　

広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
広
く
周
知
す
る
と
と
も

Ｑ

教
育
民
生
委
員
会

■
審
査
し
た
議
案

議
案
題
72
号
の
関
係
部
分
、

73
号
、
75
〜
78
号

　

原
案
可
決

Ｑ ＡＡ

主
な
質
疑

審
査
結
果

に
、
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の
提
出

時
に
案
内
す
る
な
ど
、
十
分
な
事
業

実
施
に
努
め
た
。

  

委
員　

特
定
不
妊
治
療
補
助
金
の

申
請
者
数
は
。
ま
た
、
１
回
10
万
円

ま
で
の
補
助
で
十
分
な
の
か
。

　
健
康
福
祉
部　

申
請
件
数
は
昨
年

度
42
件
、
今
年
度
は
所
得
制
限
の
撤

廃
等
が
あ
り
、
10
月
の
時
点
で
81
件

と
増
加
し
て
い
る
。
治
療
方
法
に
よ

っ
て
負
担
が
上
回
る
場
合
も
あ
る

が
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
の
保
険
適

用
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

ＱＡ

Ａ

査
審
会
員市

長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
委
員
会
ご
と
に
審
査
し
ま
し
た
。

委
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